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広報京たなべは、古紙を配合した再生紙を使用しています。

【花見だんご】

【中央図書館】
▼毎週土曜日：午後 3時～
▼ 15日㈬：午後 4時～
【北部分室】
▼毎週土曜日：午前 11時～
▼ 22日㈬：午後 4時～
【中部分室】
▼ 8日㈬：午後 4時～
▼ 15日㈬：午後 4時～

▼ 14日㈫～ 19日㈰
第 7 回クラフト個展：椋木
　悟
▼ 28日㈫～ 5月 3日㈷（29
日㈷を除く）
“わの絵てがみクラブ”合同
作品展：“わの絵てがみクラブ”

先月号の答え：同志社女子大学に「看」護学部新設でした

はがきに次の質問の回答と郵
便番号・住所・氏名・年齢・日
中連絡がつく電話番号を書いて
郵送してください。応募は広報
紙のほか、京田辺市ｅモニター
（たなモニ）でも受け付けてい
ます。
①「○」に入るクイズの答え
②興味を持った記事と感想
③分かりにくかった記事
④今後取り上げてほしい企画
やご意見など
正解者の中から抽選で 2名様
に、京都唯一の日本茶鑑定士十
段位が監修した京田辺玉露を使
った高級ブレンド茶「玉碾（ぎ
ょくてん）」をプレゼントします。

個人情報は賞品の発送のみに
使用します。また、いただいた
意見や感想は広報紙などで紹介
する場合があります。なお、ご
意見に対する個別回答はできま
せんので、ご了承ください。
当選発表は、賞品の発送をも
って代えさせていただきます。
しめきり＝ 4月 15 日㈬（当
日消印有効）
応募・問合せ先＝秘書広報課

（〒 610-0393〈住所不要〉、☎
64-1320）

日本茶鑑定士十段位監修
高級ブレンド茶「玉碾」

２名様

図書館だより

京
田
辺
市
は
、
四
季
を
感
じ
る

緑
豊
か
な
自
然
環
境
が
自
慢
で

す
。
春
に
は
、
桜
や
菜
の
花
が
咲

き
誇
り
、
そ
の
美
し
い
景
色
に
み

な
さ
ん
も
わ
く
わ
く
す
る
は
ず
。

市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
ツ

イ
ッ
タ
ー
で
は
、
そ
ん
な
市
内
の

桜
の
開
花
情
報
を
配
信
し
て
い
ま

す
。諏

訪
ケ
原
公
園
・
虚
空
蔵
谷
川
・

馬
坂
川
・
防
賀
川
・
大
御
堂
観
音

寺
な
ど
、
お
花
見
の
お
す
す
め
ス

ポ
ッ
ト
の
状
況
を
随
時
配
信
。

週
末
の
お
で
か
け
や
、
親
子
で

の
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
参
考
に
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
利
用
方
法
】

携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
か

ら
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

（http://www.facebook.com/
citykyotanabePR

）・
市
公
式

ツ
イ
ッ
タ
ー
（https://twitter.

com/citykyotanabePR

）
に
ア

ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
先
】

秘
書
広
報
課
（
☎
６４
・

１
３
２
０
）

冊
子
は
、
安
心
ま
ち
づ
く

り
室
の
ほ
か
、
障
害
福
祉
課
、

中
央
図
書
館
、
図
書
館
北
部
・

中
部
分
室
、
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

NEW

市は、大規模災害が発生した時に、住民が主体
となって避難行動や避難所の開設・運営ができる
よう、手順やポイントをまとめた「避難行動・避
難所運営マニュアル」を作成しました。
また、炊き出しの作り方・家庭での食糧品備蓄・
生活用水を提供してもらえる登録井戸の場所など
を載せた「資料編」や、視覚に障がいのある人向
けの点字版・音声CD版（デイジー）も作成しま
した。
問合せ先＝安心まちづくり室（☎ 64-1307）

諏訪ケ原公園 虚空蔵谷川

防賀川大御堂観音寺

田辺公園

三
山
木
小
学
校
の
北
側
に
新
し
く

橋
が
架
か
り
、
こ
の
春
卒
業
す
る
６

年
生
と
入
学
を
迎
え
る
幼
稚
園
児
と

一
緒
に
完
成
を
祝
う
会
を
開
き
ま
し

た
。南

部
地
域
で
は
、
同
志
社
山
手
の

開
発
や
区
画
整
理
事
業
な
ど
で
、
新

た
な
街
並
み
が
作
ら
れ
人
口
が
急
増

し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
伴
っ
て
現
在
、

三
山
木
小
学
校
で
は
新
校
舎
の
建
設

を
進
め
て
い
ま
す
。

か
ね
て
か
ら
交
通
量
の
多
い
府
道

を
通
学
す
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

守
り
た
い
と
の
思
い
が
あ
り
、
新
校

舎
の
建
設
に
合
わ
せ
て
北
側
を
流
れ

る
遠
藤
川
に
橋
を
架
け
ま
し
た
。

橋
の
開
通
後
は
、
府
道
を
通
ら
ず

登
下
校
で
き
、
通
学
路
の
安
全
が
確

保
さ
れ
る
と
と
も
に
、
通
学
時
間
の

短
縮
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

三
山
木
幼
稚
園
と
の
行
き
来
が
し
や

す
く
な
り
、
幼
小
連
携
事
業
の
強
化

に
向
け
た
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

こ
の
橋
は
、
大
き
な
夢
や
希
望
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な
学

校
へ
の
架
け
橋
と
し
て
、
三
山
木
小

学
校
の
児
童
が
「
三
山
木
っ
子
橋
」

と
名
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。

卒
業
を
間
近
に
控
え
、
小
学
校
で

の
思
い
出
が
ま
た
一
つ
増
え
た
こ

と
、
そ
し
て
何
よ
り
、
安
全
な
通
学

路
を
整
備
で

き
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

6 年生の代表と銘板を取り付け、
みんなで記念撮影


